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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第３四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 19,612 2.2 △171 － △144 － 330 －

2023年３月期第３四半期 19,183 0.6 △152 － △113 － △134 －
(注) 包括利益 2024年３月期第３四半期 231百万円( －％) 2023年３月期第３四半期 △172百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第３四半期 99.02 －

2023年３月期第３四半期 △40.23 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第３四半期 14,426 2,458 17.0

2023年３月期 13,706 2,227 16.2
(参考) 自己資本 2024年３月期第３四半期 2,457百万円 2023年３月期 2,226百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年３月期 － 0.00 －

2024年３月期(予想) 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,500 2.4 △320 － △280 － 180 － 53.94
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 社（社名） 、除外 社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期３Ｑ 3,400,000株 2023年３月期 3,400,000株

② 期末自己株式数 2024年３月期３Ｑ 63,212株 2023年３月期 63,050株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期３Ｑ 3,336,875株 2023年３月期３Ｑ 3,336,971株

　
発行済株式数に関する注記

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算

に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の「第５類感染症」移行に伴う

行動制限撤廃により社会経済活動の正常化が進み、景気は緩やかな回復基調となりました。一方で、長期化する

ウクライナ情勢、中国の景気減速、中東情勢緊迫化などの地政学的リスクに起因する原材料、エネルギー価格高

騰及び円安進行による物価上昇等の影響により、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

当業界におきましては、原材料費やエネルギーコスト、物流コストの上昇が企業収益を圧迫しており、更には、

消費者の低価格・節約志向が高く維持されたなかでの競合他社との価格競争、人手不足等による労働コスト上昇

など、厳しい経営環境で推移いたしました。

このような状況のなか、当社グループは、成長戦略構築と収益体質改善を最優先課題と位置づけ、「商品の競

争力強化」、「営業力強化による販路拡大」、「業務の見直しによる収益構造改革」の三点に取り組み、これら

重点施策の展開を実行してまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、196億12百万円(前年同四半期は191億83百万円)となりま

した。利益につきましては、営業損失は１億71百万円(前年同四半期は営業損失１億52百万円)、経常損失は１億

44百万円(前年同四半期は経常損失１億13百万円)、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億30百万円(前年同四

半期は親会社株主に帰属する四半期純損失１億34百万円)となりました。

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　加工食品事業

加工食品事業におきましては、国内の人流とインバウンド消費の回復に伴う業務筋、外食関連活性化傾向のな

かでウインナー群の大袋商品が堅調に推移し、ハンバーグ等デリカ商品の販路拡大や既存商品の価格改定により

売上高は増加いたしました。利益につきましては、原価圧縮や生産性向上に努めることで前年同期を上回りまし

た。

その結果、売上高は85億43百万円（前年同四半期は83億10百万円）、セグメント利益（営業利益）は２億74百

万円（前年同四半期比15.4％増）となりました。

食肉事業

牛肉におきましては、物価高に起因した消費者マインドが停滞した状況のなか、国産牛肉は高価格帯の和牛販

売が低調に推移いたしましたが、交雑牛、内臓系希少部位の販売は堅調に推移いたしました。輸入牛肉におきま

しては、業務筋向けオーストラリア産冷凍牛肉の販売が堅調に推移いたしました。利益につきましては、国産牛

において、和牛は減少も交雑牛の販売拡大が図れたことや利益が見込まれる内臓系希少部位の仕入拡大と販売強

化により、利益は増加いたしました。

豚肉におきましては、国産ブランド豚の販売強化による取扱量の拡大に取り組んだことや、輸入豚肉における

外食・中食等の業務筋に向けての冷凍商材の販売強化と販路の拡大により、豚肉全体の売上は増加いたしまし

た。利益につきましては、国産豚肉相場が高値で推移した影響で仕入価格上昇分の価格転嫁が困難であったこと

が影響し前年同期を下回りました。

その結果、売上高は110億69百万円（前年同四半期は108億72百万円）、セグメント損失（営業損失）は26百万

円（前年同四半期はセグメント利益（営業利益）20百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産の部)

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ７億19百万円増加の144億26百万円となり

ました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ16億72百万円増加の78億19百万円となりました。主な要因は、受取手形

及び売掛金11億79百万円の増加と現金及び預金３億48百万円の増加によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ９億52百万円減少の66億７百万円となりました。主な要因は、建物及び

構築物１億68百万円、土地４億86百万円及び投資有価証券２億62百万円の減少によるものであります。

（負債の部)

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ４億88百万円増加の119億68百万円となり

ました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ８億82百万円増加の82億69百万円となりました。主な要因は、支払手形

及び買掛金４億46百万円、短期借入金３億円及び未払金２億27百万円の増加によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ３億94百万円減少の36億98百万円となりました。主な要因は、長期借入

金２億37百万円、役員退職慰労引当金３億56百万円の減少及び長期未払金３億28百万円の増加によるものであり

ます。

（純資産の部)

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億31百万円増加の24億58百万円とな

りました。主な要因は、利益剰余金３億30百万円の増加とその他有価証券評価差額金１億３百万円の減少による

ものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、2023年11月13日に公表いたしました業績予想の変更はしておりません。

　 今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,319 2,667

受取手形及び売掛金 2,584 3,763

商品及び製品 967 999

仕掛品 39 29

原材料及び貯蔵品 214 340

その他 40 43

貸倒引当金 △18 △25

流動資産合計 6,147 7,819

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,177 2,009

機械装置及び運搬具（純額） 714 704

土地 2,247 1,760

リース資産（純額） 73 52

建設仮勘定 - 16

その他 45 44

有形固定資産合計 5,258 4,588

無形固定資産 99 86

投資その他の資産

投資有価証券 1,995 1,732

その他 304 297

貸倒引当金 △98 △97

投資その他の資産合計 2,201 1,932

固定資産合計 7,559 6,607

資産合計 13,706 14,426
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,190 2,637

短期借入金 4,253 4,553

未払法人税等 46 65

賞与引当金 154 79

その他 742 934

流動負債合計 7,387 8,269

固定負債

長期借入金 1,951 1,714

役員退職慰労引当金 356 -

退職給付に係る負債 1,445 1,406

長期未払金 - 328

その他 338 248

固定負債合計 4,092 3,698

負債合計 11,479 11,968

純資産の部

株主資本

資本金 2,691 2,691

資本剰余金 1,503 1,503

利益剰余金 △2,451 △2,120

自己株式 △81 △81

株主資本合計 1,662 1,993

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 555 451

退職給付に係る調整累計額 8 12

その他の包括利益累計額合計 563 464

非支配株主持分 0 0

純資産合計 2,227 2,458

負債純資産合計 13,706 14,426
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

売上高 19,183 19,612

売上原価 16,078 16,534

売上総利益 3,104 3,078

販売費及び一般管理費 3,257 3,249

営業損失（△） △152 △171

営業外収益

受取利息及び配当金 46 41

不動産賃貸料 41 42

その他 20 20

営業外収益合計 109 104

営業外費用

支払利息 49 52

不動産賃貸費用 16 25

その他 3 0

営業外費用合計 70 78

経常損失（△） △113 △144

特別利益

投資有価証券売却益 - 535

特別利益合計 - 535

特別損失

固定資産売却損 - 11

特別損失合計 - 11

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△113 378

法人税、住民税及び事業税 20 48

法人税等合計 20 48

四半期純利益又は四半期純損失（△） △134 330

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△134 330
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △134 330

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △57 △103

退職給付に係る調整額 19 4

その他の包括利益合計 △38 △98

四半期包括利益 △172 231

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △172 231

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

加工食品事業 食肉事業

売上高

外部顧客への売上高 8,310 10,872 19,183

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 8,310 10,872 19,183

セグメント利益 238 20 258

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 258

全社費用(注) △410

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △152

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり、管理部門に係る費用であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

加工食品事業 食肉事業

売上高

外部顧客への売上高 8,543 11,069 19,612

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － －

計 8,543 11,069 19,612

セグメント利益又は損失(△) 274 △26 248

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 248

全社費用(注) △419

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △171

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり、管理部門に係る費用であります。

　


